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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
甲論者は主に人工妊娠中絶 (キュレット法)に由来するカーネギ-発生段階18ないし23に当る (推定受
精後胎齢約6ないし8週)単胎の, しかも外表奇形や子宮内死亡の徴を示さない胎芽標本1286例を用い
て,独自の顕微解剖法により心血管系の奇形の型とその頻度を調査した｡27例 (2.1%)に奇形が認めら
れ,その内訳は心房中隔欠損症 (一次中隔欠損)1例,総房室管閑存症5例,二弁性三尖弁症1例,僧帽
弁閉鎖不全症と小左室症の合併1例,心室中隔欠損症10例,ファロー氏四散症1例,大血管転移症と心室
中隔欠損症の合併1例,修正大血管転移症と心室中隔欠損症の合併1例,騎乗大動脈症3例,肺動脈狭窄
症1例,二弁性大動脈の合併症1例,大動脈縮窄症1例であった｡
本研究の意義は発現当初の心血管系の奇形の実態を初めて把握し,しかもその頻度が新生児期の 0.5-
1.2% に比べ著しく高いとの注目すべき知見を見出したことにある｡
このことは将来この方法を以てする分析疫学的研究の有効性を立証したもので,この奇形の成因の解明
への道を拓いたものと評価される｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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